


町田市立町田第一中学校演劇部　「二〇一六年度公演」脚本
　　　　　～東京都連合演劇発表会バージョン～




ＣＨＥＥＲＵＰ！　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
作　町田市立町田第一中学校　　福島　康夫

　　　　　　　　　　　　　　　　
「ＣＨＥＥＲ　ＵＰ！」　

登　場　人　物

あおい　中２…チア部部長　友だち想い。チアを愛する。
みどり　中２…しっかり者で、あおいのよき理解者。
あかね　中２…気が強くきつい性格。でも本当は…。
ももこ　中２…おとなしい。自分の意見を言えない。
そ　ら　中２…おっちょこちょいだが、明るく元気。
すみれ　中２…謎が多くクールで大人びている。

ゆかり　小１…近所の公園でよく見かける子ども。

喜多川　（チア部顧問）…やる気がなさそうな顧問…。


　　　 （幕がしまっている状態で、声が聞こえる中、
　　　　 幕が開いてゆく）
何もない舞台の上、背中を向けたチア部が、　ホリゾント幕に向かって、元気よく応援。
　　　　「Ｇｏ　ｆｉｇｈｔ　ｗｉｎ！」
　　　　「Ｇｏ　ｆｉｇｈｔ　ｗｉｎ！」
　　　　「Ｌｅｔ‘ｓ　ｇｏ、ｌｅｔ‘ｓｇｏ、
　　　　　Ｇｏ　ｆｉｇｈｔ　ｗｉｎ！」
　　　　　ホイッスルの音。振り返りながら「あーあ。」「最後に突き放されたね。」口々に残念がる）（舞台を歩きながら、ベンチを運び込み、バッグ　を手にする。控え室で帰る支度をしながら）
あおい　惜しかったね。
みどり　あと一息だったのになぁ。
あかね　あと一息だろうが、負けは負けよ。
そ　ら　なかなか勝てないねぇ。
あかね　あの程度の練習じゃ、勝てっこないよ。
みどり　ひどーい。そんな言い方しなくたっていいじゃん。
すみれ　でも、それが現実だよね。
あおい　今年のバスケ部、まだ勝ってないね。
みどり　あおいまでそんなこと言っちゃだめでしょ！
あかね　あたしたちがいくら頑張ったって、肝心の選手たちが頑張ってくれなきゃ。
ももこ　あ、あのぉ、…せ、選手たちは、みんな一生懸命頑張っていると思います。
すみれ　ま、うちらには関係ないけどね。
そ　ら　それもそうだね。さ、帰ろう！
みどり　お腹空いたよね。
あおい　来週の試合は勝つといいね。
あかね　今度の相手、ここ何年も勝ってないところらしいから、無理じゃない？
そ　ら　なんだか張り合い、ないよね？
ももこ　そ、そんなひどいこと言わなくても…。
あかね　うちらには勝ち負けなんてどうでもいいけど。
みどり　あたし達がプレーするわけじゃないしね。
そ　ら　それよりさぁ、今夜面白いテレビあったっけ？
ももこ　ジブリの映画、やりますよ。
あかね　あたし、ジブリはもういいや。
すみれ　ついていれば、つい見ちゃうけどね。
そ　ら　もう何回も見ているのにねぇ。
すみれ　ディズニーも何回も見ちゃうね。
みどり　うちの妹、「アナ雪」の歌とセリフを言えるよ。
そ　ら　♪ありのーままのー…♪
あおい　ねぇ、試合負けたのに、みんななんで平気なの？
　　　　（顧問の喜多川が現れる）
喜多川　ユーたち、いつまでしゃべってるのヨー！
そろそろ帰るヨー。
全　員　はーい！
あかね　そういえばさぁ、ももこ、今日も間違えてたよね。
　　　　いい加減、振りを覚えてよ！
ももこ　ごっ、ごめんなさい…。
あおい　負けてもがっかりしない応援って何なの？
みどり　あおい、なに熱くなってるの。
あおい　だって、みんなやる気なさすぎっ！
そ　ら　（気にせず）♪雪だるま作ろうー♪
　　　　（皆、バッグを持って帰る。照明が暗くなる）

　　　　一週間後、バスケ部の試合会場にて　円陣。

あおい　第４ピリオドも残り３分であと４点、今週こそ勝てるよ！！応援頑張ろう！
全　員　おーっ！（全員正面を向いて）
あおい　「ファイブ・シックス・セブン・エイト」
全　員　「Ｇｏ　ｆｉｇｈｔ　ｗｉｎ！」
　　　　「Ｇｏ　ｆｉｇｈｔ　ｗｉｎ！」
みどり　ナイス・シュート！
　　　　（みんなで盛り上がる）
あかね　あと２点、行けるよーー
そ　ら　ディフェンス！
全　員　「ディーフェンス！（手拍子２回）
ディーフェンス！（手拍子２回）
　　　　　ディ・ディ・ディ・ディ・ディフェンス！」
ももこ　あー、２点入っちゃった…。
そ　ら　ドンマイ、ドンマイ！
あおい　オフェンス１本決めよー！
全　員　「オーフェンス！（手拍子２回）
オーフェンス！（手拍子２回）
オ・オ・オ・オ・オフェンス！」
みどり　ナイス、シュート！
ももこ　あと２点！ディフェンス頑張ってー！
みどり　あっ、パスミス！マイ・ボールだ！！
「Ｌ・Ｕ・Ｃ・Ｋ・Ｙ、
Ｌ・Ｕ・Ｃ・Ｋ・Ｙ、ＬＵＣＫＹ！」
すみれ　あと１本で同点、スリーポイントが入れば逆転ね。
あかね　残り１０秒しかないよ！
あおい　みんな、ラストプレー、気合い入れるよ！
　　　　「Ｌｅｔ‘ｓ　ｇｏ、ｌｅｔ‘ｓｇｏ、
　　　　　Ｇｏ　ｆｉｇｈｔ　ｗｉｎ！」
　　　　（みんなでカウントダウン
　１０・９・８・７・６・５・４・３・２…）
そ　ら　あっ、スリーポイント！
　　　　（皆、息を飲むが、ため息に変わる…）
みどり　あーっ、外れた…。
あかね　２点シュートで同点を狙えばいいのに、
欲張るから…。
（ピーッ！　ホイッスルの音）
あおい　あれっ、試合終わってないみたい…。
そ　ら　あっ、ファール！フリースローだよ！
すみれ　スリーポイントだから３本打てるじゃん！
ももこ　えっ、３本も打てるんですか？
みどり　３本中、２本で同点、
もしも３本全部はいれば逆転だね。
あおい　みんなで祈ろう！
あかね　祈ってどうなるもんでもないけどね…。
　　　　（と言いつつ、みんなで祈ると）
そ　ら　やったー、１本目入った！
　　　　（みんなで盛り上がる）
ももこ　あと２本で逆転ですね？
すみれ　あと１本入れば同点で延長戦？
　　　　（しゃべっている間に２本目が外れる）
　　　　（みんなでため息）
あおい　しゃべっているから外れちゃったじゃん！
　　　　ちゃんと祈って！
みどり　これが入れば、同点で延長ね！
　　　　（みんなで祈りながら息をのむ）
　　　　（３本目も外れ、試合終了のホイッスルが鳴る）
　　　　（一斉にがっかりする）

　　　　ため息をつきながら「あーあ」口々に残念がる）（舞台を歩きながら、ベンチを運び込み、控え室　で帰る支度をしながら、という感じで）
そ　ら　ねえ、この間のＭステ見た？
あかね　見た見た。ＥＸＩＬＥ関係、総出演って感じだったよね。Ｅ―ｇｉｒｌｓも出てたし…。
みどり　映画やってるからじゃない？
すみれ　最近、あちこちで番宣やってるよ。
ももこ　私は嵐のほうがずっと好きです。
あかね　あー、わかる。ももこってＥＸＩＬＥのイメージじゃないよね。
みどり　そうだねぇ、嵐かＨｅｙ！Ｓａｙ！ＪＵＭＰ
だよね？
ももこ　なんかみんなして私のことをばかにしていませんか？っていうか、絶対バカにしています！
みどり　ももこ、考えすぎだよ。
そ　ら　そうだよ、バカになんてしてないよ。
あかね　あたし、ちょっとしてるかも。それよりさぁ、
今日も振り間違えたし、ももこミス多すぎ！
すみれ　そういえば先週の試合でも、振り間違えてたね。
ももこ　ご、ごめんなさい…。
すみれ　この程度の振りを間違えるんじゃ困るんだけど！
みどり　困るって何が困るの？
あおい　（イライラしながら）そんなことより、負けてもこんな明るいのって、どうかと思うんだけど…。
あかね　えっ、何それ？あたしたちまでバスケ部と一緒になって、暗くならなくちゃいけないってこと？
みどり　負けた時こそ、元気出した方がいいんじゃない？
（気まずい沈黙が広がる）
　　　　（顧問の喜多川がやってくる）
喜多川　ユーたち、さっさと帰るヨー！
　　　　（みんな口々に「はーい」と返事をし、帰り始め
るが、あおいだけが浮かない顔で立ち上がらな
い）
喜多川　ユー、あおいさん、どうしたのヨー！
あおい　あっ、先生…。
喜多川　みんな帰っちゃうヨー！
あおい　人を応援することって、なんの意味があるのでしょうか？
喜多川　真面目な顔して何を言い出すかと思えば…。
あおい　今日だって、試合に負けちゃったのに、誰ひとり落ち込んでいなくて、テレビの話なんかを笑いながらして帰る私たちは、いったい誰の役に立っているんでしょうか。
喜多川　そういう答えはユーが自分で探すものだヨー！
あおい　そうでした…。喜多川先生なんかに相談した私がバカでした…。帰ります。（走り去る）
喜多川　（真面目な感じで）人を応援することの意味、ねぇ…。（いつもの感じに戻って）大事なことに気付き始めたヨー！（後を追う）
　　　　（暗転）
　　　　（上手にサス）あおいとみどりが歩いている
　　　　（下手にサス）ゆかりが公園のベンチにいる。
あおい　なんかあの子さぁ…。
みどり　なに？知り合い？
あおい　ううん…でも時々この公園で見かける子なんだ。
みどり　近所に住んでいるんじゃない？
あおい　そうかもしれない…いつも優しそうなお母さんと一緒に犬の散歩しているんだけど、今日はひとりなのかな？犬もいないし…。
みどり　ランドセル持っているから、小学１年生かな？
　　　　えっ、あおい、話しかけるの？放っておけば？
あおい　放っておけないよ…こんな夕方にひとりなんだよ。
みどり　あおいってば…怪しまれても知らないよっ！…
あおい！　…もう、人がいいんだから。
（あおいが近づく。全体が夕暮れになる）
あおい　こんばんは。今日は１人なの？お母さんとワンちゃんは一緒じゃないの？
ゆかり　（ビックリするが、返事をしないで横を向く）
あおい　わたしね、あおいっていうんだけど、ときどきあなたとお母さんが犬のお散歩しているのを見かけたことがあるから、今日はどうして一人なのかな？って思って…。
みどり　（近づいていって）私たちね、近くの中学に通っている２年生なの。別に怪しくないからね！
ゆかり　（なおもそっぽを向く）
みどり　あおい、この子私たちのことを怪しんでいるから、放っておこうよ。人を呼ばれても困るよ！
あおい　（しゃがんで）こんな時間にあなたみたいに小さい子が一人でいるから、どうしたのかな？って。
　　　　あなた、お名前は？
ゆかり　お母さんが知らない人と話しちゃいけないって…。
みどり　あおい、帰ろうよ！
あおい　なんだか元気がないみたいだから、心配になって…ごめんね。何でもないならいいんだ。
　　　　（立ち上がって）さようなら。またね！
ゆかり　（顔を上げて）お母さんがね…病気なの！
あおい　（立ち去りかけたが、振り返り再び戻りベンチの隣に座りながら）えっ？そうなの？
ゆかり　お父さんはね、たいしたことないよって言うんだけどね、お母さんお熱が高くて、昨日から入院しちゃったの。だから、ゆかり心配で…。
あおい　ゆかりちゃんていうんだ。そっかぁ…心配だね。
みどり　（あおいに並んで座りながら）私はね、このあおいお姉ちゃんのお友だちで、みどりって言うの。
ゆかり　ゆかりどうしたらいい？
みどり　どうしたらいいって言われても…困ったね…。
あおい　ゆかりちゃん、心の中で「お母さん、早く治りますように！」ってお祈りするといいよ。それから看病しているお父さんのお手伝いをしていい子でいれば、きっとお母さんよくなるよ。
ゆかり　（顔が晴れやかになって）そっかぁ、早く治りますように！ってお祈りすればいいんだね。わかった。（立ち去りかける）
あおい　ゆかりちゃん、待って！お姉ちゃんたちが、ゆかりちゃんのために、応援してあげるね！みどりも一緒にお願い！
みどり　もちろん！
　「Ｇｏ　ｆｉｇｈｔ　ｗｉｎ！」
　　　　「Ｇｏ　ｆｉｇｈｔ　ｗｉｎ！」
　　　　「Ｌｅｔ‘ｓ　ｇｏ、ｌｅｔ‘ｓｇｏ、
　　　　　ゆ・か・り！」
ゆかり　お姉ちゃんたち、ありがとう！ゆかり、頑張ってお母さんのことを応援するね！（走ってゆく）
　　　　（公園のベンチに残された２人）
あおい　ゆかりちゃんのお母さん、早くよくなるといいね。
みどり　うん、そうだね…それにしても、あおいったら、誰に対してでも応援するんだね。あきれちゃうよ。
あおい　だって…放っておけないんだもの…。でも、私たちの応援で、ゆかりちゃんに笑顔が戻って、本当によかった。自分が応援することで、誰かが元気になるんだね…なんか嬉しい…。ごめんね。そもそもチア部だって、つきあわせちゃって…。
みどり　驚いたよ…どっちかって言ったら暗かったあおいが、突然チアをやるって言うから…。
あおい　暗かったって、ひどーい。
みどり　あはは。あおいが転校してきてからのつきあいだから、何年になるんだ？
あおい　小２の２学期からだからもう６年になるんだね…。
　　　　（思い出したように暗い顔に）
みどり　そっかぁ…そんなになるんだね。ん？あおい？
　　　　どうかした？
あおい　ううん、何でもないよ。さ、帰ろう！
みどり　そうだね。遅くなっちゃった。
あおい　今度こそ、バスケ部勝ってくれるといいなぁ。
みどり　そうだね。いよいよ来週から新人戦だもんね。
　　　　（２人で話しながら帰って行く）
　　　　
　　　　（次の日の午後…部活の時間
あかねがやってくる。続いてそら。）
あかね　最近、あおいいつもイライラしてるよね。
そ　ら　そーお？気付かなかったけど…。
あかね　イライラっていうか、ピリピリっていうか…。
そ　ら　あおいは真面目だからねぇ。なんか悩みでもできたかな？
あかね　ていうか、あおいはなんであんなにいつも一生懸命応援するんだろうね。
そ　ら　ちょっと、ついて行けない時あるもんね。
あかね　まぁ、ついて行く気もないけどね。
そ　ら　他のみんなと、ちょっと温度差があるよね。
あかね　応援に命かけてます！って感じがムカつく…。
そ　ら　でもさぁ、あかねってあおいに対して厳しいこと言う割に、実は結構気にしてるよね？
あかね　あたしがあおいを気にしてる？マジないんだけど。
そ　ら　そうかなぁ…。
あかね　そんなことよりさぁ、この間のすみれのことなんだけど、「困る」って何が困るのか、知ってる？
そ　ら　ホントは内緒なんだけど、すみれは高校でもチアを続けたいから、チアの大会に出たいんだって…。
あかね　すみれはそんなこと考えていたんだ…。
そ　ら　だから、ももこはミスが多くて困るって…。
　　　　（いつの間にか、すみれが来ている）
すみれ　もう、そらは口が軽いんだから…。
そ　ら　あっ、すみれ…ごめん。でもさぁ、あかねだって、いつもももこに注意しているし、大会を目指すのに賛成してくれるよ…ね？
すみれ　ももこは大会には出せないかもね。
そ　ら　声もあんまり出さないしね。
すみれ　あたしは本気でチアを続けていきたいんだ。
あかね　なんか勘違いしてない？あたしは大会なんて出たいと思っていないし、ももこを外したいって思ったこともないからね！
そ　ら　だって、いつもももこに注意してるじゃん！
あかね　それはももこが間違えるから、直してあげたいだけだよ。おとなしくて声もあんまり出ないし、ミスも多いけど、ももこはみんなに負けないくらいいつも一生懸命にやってるよ！
　　　　（そこへ皆がやってくる）
みどり　どうしたの？なんかあった？
すみれ　別に、何もないよ。
あおい　だって、何もない、って顔じゃないよ。
あかね　みんなに聞いてみれば？
みどり　聞いてみるって何を？
そ　ら　実はね…。
すみれ　そらっ！言わなくていいよ！
そ　ら　何で？あかねも言ってるように、この際みんなに聞いてみればいいじゃん。
みどり　だから何を？はっきり言ってよ！
ももこ　もしかしたら…私のことですか？
あおい　えっ？ももこの…こと？
そ　ら　だけじゃないんだけどね…。
ももこ　だけじゃないって…じゃあやっぱり私のことも関係あるんですね…。
すみれ　そら！中途半端に誤解されるような言い方やめてよね！
あかね　だったら、はっきり言ってあげなよ。みんなだって、ここまで聞いちゃったら、気分悪いよ。
あおい　すみれ…話して。
すみれ　わかった…。あたしはね、高校に行ってもチアを続けたいの。というより、チアの名門高校でもっと本格的にチアをしたいから、中学校でも大会に出て、実績をあげたいのよ！
そ　ら　だから、もっとチームの実力をつけたいんだって。
ももこ　それで…私のことを？
そ　ら　ももこがあんまり間違えるから…。
みどり　間違えるから、なによ？
そ　ら　もっとちゃんとやってもらわないと、って…。
ももこ　す、すみません…私、運動苦手だからいつも間違えてみんなに迷惑かけてばかりで…。
すみれ　別に、もっと真剣にやってほしいだけで…。
あかね　ももこはいつも真面目にやっているよ！
そ　ら　でもあかねだってよく注意したり怒ったりしてるじゃん。
あかね　ももこがチアに真剣に取り組んでいるのを知っているから、間違いを直しているだけで、別にももこをやめさせようなんて思ってないよ！
ももこ　みんな、ごめんなさい。私が下手だから、迷惑かけて…。でも、私はチアが大好きだし、一生懸命やっているつもりです。みんなから見ると真面目にやっていない様に見えるかもしれないけど…。
あおい　ももこ、みんなわかったから、大丈夫だよ。
すみれ　一生懸命だからって、大会のメンバーに入るかどうかは別の問題でしょ？
あかね　大会を目指すなんて誰も言っていないでしょ？
すみれ　でもあたしとそらは、大会に出てあたしたちの実力を試してみたいと思っているよ。ねっ？
そ　ら　まあね。あたしたちがいくら頑張っても、肝心のバスケ部がちっとも勝ってくれないんじゃ、張り合いがないし…。
みどり　別にバスケ部だって真面目にやっていないわけじゃないじゃん。
あかね　必死に練習しているかどうかはわかんないけどね。
ももこ　一生懸命かどうかなんて、まわりからはわからないこともあると思います…。
すみれ　チアに対する考えを、１人ひとり聞いてみたいな。
そ　ら　そうだね、この際、はっきりさせようよ。
すみれ　あたしはもう言ったから、次は…。
そ　ら　あたしはダンスが好きだから、もっとハードに練習したい。まぁ大会を目指してもいいかな！
みどり　ももこは？どうしてチア部に入ったの？
ももこ　…小さい頃から身体が弱かったんです。すぐに熱が出て、入退院を繰り返していました。だから元気に走り回れる人たちがうらやましかった。小学校でも、自分は上手にできないから、校庭や体育館で活躍している友達を、遠くから応援することしかできなかった。だからだんだん丈夫になってくると、頑張っている人たちを目の前で応援したくて、チア部を選んだんです。
すみれ　そうだったんだ…。あかねは？
あかね　あたしはね、もともとミニバスをやっていたんだ。
そ　ら　どおりで、あかねはバスケに詳しいし、体育でもうまいなぁ、と思ったんだ。だったら、なんでバスケ部に入らなかったの？
あかね　そんなこと、別にどうだっていいじゃん！
すみれ　なんでチア部に入ったか、お互いに話さなきゃ、わかんないよ！
みどり　あかね、隠さずに正直に言えば？
あおい　わたしとみどりは、あかねと小学校が一緒だったから知っているけど、みんなは知らないからね。
あかね　まったく、だからあおいとみどりには頭が上がらなくて、ムカつくんだよなぁ…。
ももこ　私、あかねさんの理由、知りたいです。
あかね　わかったよ。あたしは小２からミニバスを始めたんだけど、毎日必死に練習したから、小５の時にはスタメンに選ばれて、地区大会で優勝したんだ。
そ　ら　すごーい！ウチの地区はミニバスが盛んだから、レベル高いんだよ！
あかね　だけどね、小６の最後の大会直前に膝が痛み出して、医者に試合に出るな、って言われた。
ももこ　そんな…一番大事な大会なのに…。
すみれ　それで結局どうしたの？
あかね　…無理して出た…。
あおい　決勝も大活躍したけど、そのあと倒れて病院に運ばれて、卒業までずっと入院したんだよね。
みどり　卒業式も出られずに、春休みにやっと退院したんだっけ？
あかね　そう…今思えば、あのとき無理しないでしっかり治していれば、今でもバスケが続けられたのかな？なんて思っちゃうこともあるけど、でもあのときは迷いなんてなかった…。だからせめて、バスケ部を応援しようと思ったのかも…。
ももこ　今、膝はどうなんですか？
あかね　体育のバスケくらいなら全然オッケーだけど、部活みたいに激しいバスケはもうできないって…。
　　　　チア部だって、激しいジャンプとかは怖いかも…。
そ　ら　そうだったんだ…。
すみれ　あかねは自分がバスケできない分、もっとちゃんと練習しなよ！って思っちゃうんだね。
あかね　それはあるかもしれない…。
みどり　みんないろんな思いや事情があるんだねぇ…。
ももこ　みどりさんはどうしてチア部に入ったんですか？
みどり　私？私は特に入りたい部活がなかったから、あおいがチア部に入るって聞いて、面白そうだなって思って入っただけ…。でも入ってからは一生懸命にやっているよ。そらは？
そ　ら　あたしはねぇ、元気なだけが取りえだから…いつも笑顔で張り切っているチア部が自分に合ってるかな？って思って。余計なこと考えないで、声を出して身体動かしているだけで、嫌なことも忘れられるし…。もっともあんまりクヨクヨしないし、
　　　　忘れたいような嫌なことも、別にないしね。性格に合っている、ってところかな。だから、毎日楽しく練習できれば、大会もどっちでもいいんだ。
すみれ　えっ、そうなの？
そ　ら　すみれ、ごめん。あたしその程度かも。
すみれ　別にいいんだけどね。あたしだって、もともと高校から本格的にチアをやるつもりでいたら、ウチの中学にチア部があったから、だったら大会目指そう…って。みんなが必死に練習するのは面倒臭いっていうんだったら、いいよ、ほどほどで。
あおい　私は別にホドホドがいいって言っているんじゃないよ。できる限りのことをやりたいと思っている。
みどり　そういえばさぁ、あおいがどうしてチア部に入ったか、実はちゃんと聞いていなかったよね？
あかね　そうだね。小学校にはチア部がなかったし、ダンスを本格的に練習してたわけじゃないしね…。
ももこ　でも、あおいさんは誰よりも熱心にチアに取り組んでいますよね？どうしてなんですか？
（喜多川が現れる）
喜多川　へいユーたち、いつになったら練習を始めるん　　　　　だヨー！（去って行く）
　　　　（みんな口々に「はーい」「今始めまーす」）
すみれ　ねぇ、あたしは大会だけに燃えているわけじゃないけど、今のままいっつも同じような応援をしているだけじゃ、やる気出ない！
そ　ら　それは分かる気がする…やっぱり、もっと難しい応援したいなぁ…。
あかね　ウチら自身が戦う姿勢を忘れているのに、バスケ部のことをあれこれ言う資格はないかもね。
みどり　ねぇ、あおい。実は私もちょっと物足りない気がしていたんだ。
あおい　これ以上難しくしたら、ももこはついて行けなくなるんじゃないの？
すみれ　それでついて行けないなら、仕方ないんじゃん。
あおい　そんな！仕方ないなんて…。ももこはどうなるの？あかねの膝だって心配だし…。
みどり　だけど、このまま私たちみんながモチベーションが上がらないままだと、もっと困るよ！
あかね　あたしは別に平気だよ、激しいアクロバットみたいなことやらなければ、何とかなると思う。
ももこ　私はそうなったら、みんなに迷惑かけたくないから、やめます…。
　　　　（いつの間にか喜多川が話を聞いていた）
喜多川　へい、ユーたち、そういうことなら、今日と明日の練習をオフにするヨー。明後日までに、応援とは何か、なんで応援するのか、もう一度よく考えなさーい。それから、新しい応援の振り付けをかんがえてくるといいヨー！
あおい　新しい応援？
あかね　振り付けとか新しくしてもいいんですか？
あおい　今までの振り付けを変えてしまうんですか？
喜多川　今までのも含めて、１人１人がプレゼンして、次のウチの振り付けを決めるヨー！
すみれ　それって、ウチらみんな参加できるんですか？
喜多川　もちろんだヨー！ジャニーおじさんやメリーおばさんが大事にしてきたこと、「いつでも誰にでもチャンス」だヨー！
そ　ら　えっ、喜多川先生のおじさんとおばさんって？
みどり　そんなことより、１人１人がプレゼンって大変！
ももこ　わたしなんか、無理です…。
あかね　ももこもチームの１人として、頑張ろうよ！
ももこ　でも…。
あおい　誰かに頼るのではなく、１人１人が考えることが大切なんですね。
喜多川　そうだヨー。ではまた明後日！
　　　　（暗転）
　　　　（順番にサス。ひたすら踊る者、悩む者…）
あおい　本当は私だって、もっといろんなダンスをしたいよ…全力で誰かを応援したいよ…でもどうしたら本当に誰かのためになるの？（必死に踊りだす）
そ　ら　やっぱりチアは元気が一番だよね。元気いっぱいのダンス…。（元気よく踊り出す）
ももこ　私なんか、絶対無理…。でも…でも…せっかくあかねさんが応援してくれるのに、このままじゃいけないのかな？…（ぎこちなく踊り出す）
あかね　アクロバティックな動きはできないけれど、それでも応援する気持ちが伝わるチアにしたいな…。（膝をさすってから、静かに踊り出す）
すみれ　激しい踊りだと、あかねやももこが踊れないかも…さっきはあんなこと言っちゃったけど、本当にそれでいいの？（悩み続ける）
みどり　私はなんとなくあおいについてここまで来ちゃったけど、本当にこれでいいのかな？私にとってチアっていったい何なんだろう？私がやりたかったことって…。（立ち上がり悩みながら踊り出す）（最後に、公園のベンチにいる、あおい）
あおい　何だか大変なことになっちゃった…。ウチのチームは、どうなっちゃうんだろう…。
　　　　（すると、ゆかりがやってくる。）
ゆかり　あっ、あおいお姉ちゃん！
あおい　ゆかりちゃん！元気だった？お母さんの具合は？
ゆかり　うん！お姉ちゃんに応援してもらったあと、ゆかり、ちゃんとお祈りしたよ！それからお父さんのお手伝いも一生懸命に頑張ったよ。そしたらね、お医者さんがね、思ったよりも早くよくなったね、って言ってね、お母さん、明日退院なの！
あおい　ほんと？よかったね！ゆかりちゃんの想いが、きっとお母さんや神様に届いたんだよ！
ゆかり　うん、すっごく心を込めて、毎日毎日頑張ったんだもん！あおいお姉ちゃんとみどりお姉ちゃんの応援のおかげだよ！本当にありがとう！！
あおい　ゆかりちゃんの元気な顔を見られて、お姉ちゃん少し元気が出てきたよ。
ゆかり　えっ？あおいお姉ちゃん、元気なかったの？
あおい　うん、ちょっとね…。
ゆかり　だったら、今度はゆかりがお姉ちゃんを応援してあげる。
あおい　えっ？ゆかりちゃんが？
ゆかり　うん！（たどたどしい英語で）
ゴーファイウィン！ゴーファイウィン！
レッツゴー！レッツゴー！あ・お・い！
あおい　ゆかりちゃん、ありがとう。お姉ちゃん、なんだかすごく元気が出た。いろいろ悩んでいたのが、嘘みたいにスッキリした！
ゆかり　本当？よかった！お姉ちゃん、また会える？
あおい　もちろん！お母さんと一緒に犬の散歩に来られるようになったら、また会えるよ。
ゆかり　よかった！じゃあ、またね！バイバイ！
あおい　ゆかりちゃん、本当にありがとね！またね！
　　　　（暗転　上手手前～サス３番～に喜多川が現れる　ＰＰＡＰの音楽が流れる。喜多川が踊り出す）
喜多川　♪応援する気持ちー、ダンスの技術―、ウンッ！
（暗転）
　　　　（明転…練習スタジオ　全員揃っている）
喜多川　ユーたち、準備はいいね？　それでは、今からプレゼンを始めるヨー！
みどり　ちょっと待ってください！
喜多川　みどりさん、どうしたのヨー？
みどり　プレゼンの前に、あおいに聞きたいことがあるんです！
すみれ　えっ、みどりも？あたしもなんだけど…。
喜多川　２人とも、いったいどうしたのヨー？
みどり　あおい、どうしてチアを始めたのか、そろそろ教えてくれてもいいんじゃない？
すみれ　あたしも同じことを聞きたかったんだ。
喜多川　（少しうろたえながら）人にはそれぞれ言いたくないことがあるんだヨー…。
あおい　先生、いいんです。いつかはみんなにちゃんと話さなくちゃいけないことですから…。
喜多川　あおいさん…。
あおい　みどり、私が転校してきたのいつだか覚えてる？
みどり　（あかねに尋ねるように）確か、６年前だよね？
あかね　うん、ウチらが小２の２学期だっけ？
みどり　それがどうかした？
あおい　そう、２０１０年の夏休みに、東京に来たんだ。
ももこ　２０１０年の夏？どこから引っ越してきたんですか？
そ　ら　あれっ？あおいって確か東北に住んでいたんじゃなかったっけ？
[bookmark: _GoBack]あおい　うん、岩手県の釜石…。
すみれ　２０１０年の夏休み？東北？なんかあったっけ？
そ　ら　なんかって…次の年に「東日本大震災」が起こったじゃない。
あおい　そうなの。私が東京に引っ越してきた次の三月に、東日本大震災が起こったの…。そして、私が通っていた釜石市の鵜住居（うのすまい）地区の小学校と隣の中学校は、津波にのみ込まれてしまった…。
喜多川　あおいさん、無理して話さなくてもいいんだよ…。
みどり　あおい、ごめん！もういいよ！
すみれ　前の年に東京に来たんだったら、あおいは震災にあわなかったんだよね？
あかね　あわなかったらいいってものでもないでしょう？
ももこ　あの、その小学校と中学校って、確か「奇跡の学
校」って呼ばれているんじゃ…？
そ　ら　あたしも聞いたことがある。昔からの言い伝えを守って、みんな無事だったって…。
あおい　そうなんだ。私がいた小学校は隣の中学生に助けられながら全員が高台に避難して、無事だったの。
　　　　（みんな「よかった」などとホッとする）
あおい　でもね、私の友だちは家を失い学校を失い、家族を失ったの…。
喜多川　あおいさん！
あおい　言わせてください。みんなが想像もできないほどの苦労をしているのに、私はその前に東京に逃げてしまったんです。私の辛さなんて、友だちに比べたらなんでもないんです。
みどり　逃げただなんて、そんな…。
あおい　私は震災のあと、どうしたらいいか分からなくて…私に何ができるのか、友だちに何がしてあげられるのかって…。毎日悩んでた。
あかね　あおいのせいでも誰のせいでもないじゃん！
そ　ら　そうだよ、あおいが苦しむ必要なんてないよ。
ももこ　お友だちだって誰もそんなこと思っていません！
すみれ　それでも責任を感じちゃうのがあおいなんだけどね。
あおい　もちろん、小学生の私ができることなんて、たかがしれてるから、ずっと悩んでいたんだ。
あかね　だから小学校時代は暗かったんだね。
あおい　そうかもしれない。いっそのこと、私も震災にあっていた方が気が楽だったのかも、なんて思うこともあった…。それが中学に入ったら、チア部があって「これだ！」って…。私ができることなんてちっぽけなことだけど、せめていつも誰かを応援していようって決めたんだ。
みどり　だからいつもみんなのことを応援するんだね。
あおい　うん…。
喜多川　あおいさんの話はもういいんじゃないかな？
あおい　先生、私のほうから話があるんですけど。
喜多川　言ってごらん。
あおい　ねぇ、みんな。どんなダンスをするか、どうやったら人の力になれるか、考えるのは大切なことだと思うけど、今の私たちに必要なのは、まず「応援する気持ち」なんじゃないかな？
そ　ら　応援する気持ち？
あかね　今までだってちゃんと応援してきたつもりだけど。
すみれ　毎回毎回頑張ってきたよね？
ももこ　でも…試合に負けたあとでも、真剣だったかっていうと、そうじゃない気がします…。
みどり　まあ、そう言われてみるとそうかもね…。
あおい　だから、まず心の底から、全力で応援するところから始めない？応援の仕方についてはそのあと、ちゃんとみんなで考えようよ！
ももこ　私は、あおいさんに賛成です。
そ　ら　あたしも心を入れ替えて頑張ろうかな？
すみれ　ももこが一番先に意見を言うなんてねぇ！
ももこ　えっ、先に意見だなんて、私は別にそんな…。
あかね　わかったよ。あおいやももこの言う通りかもね。
みどり　そらにも負けてらんないね。それに…今まで同じ小学校にいながら私もあかねも、あおいの苦しみにちっとも気付いてあげられなかったから、せめて中学校ではあおいを全力で応援しなくちゃね！
あかね　そうかぁ…今までの分も、あおいについていかなくちゃいけないかぁ…ますます頭が上がんなくて、ムカつくなぁ…。
あおい　頭が上がんないとか、ムカつくとか言わなくても…。
　　　　（一同、笑う。）
（エンディングテーマが小さく流れ始める）
喜多川　で、ユーたちにとって応援とはいったいなんなんだい？
そ　ら　誰かを応援するために、まず自分から元気になるもと…かもしれません！
ももこ　いつもの自分と違う自分になれるもの…ですか？
あかね　自分自身の限界に挑戦するもの、かな？
すみれ　あたしにとって応援とは、相手と自分を成長させ、今を未来につなげるものです！
みどり　頑張っている誰かの力になる大切なものだと思います！
あおい　誰かが元気になってくれることで、自分も元気をもらえて、応援している方もしてもらっている方も、みんなが元気になってゆく…そんな素晴らしいものです！
喜多川　どうやらみんな、今度こそ本当に大切なことに気付いたみたいだネ。ユーたち、ひとまわり、大人になったヨー！
あおい　先生って、本当はいったい何者なんですか？
喜多川　あおいさん、なんかまだ言いたいことでも？
あおい　いえ、なんでもありません…。
（みんなに向かって最高の笑顔）
さぁ、じゃあ練習始めるよ！
みどり　誰かのために！
あかね　自分のために！
あおい　みんなのために！
全　員　はい！
　　　　（広がって）テーマ曲大きくなって、カットオフ
　　　　（はじけるばかりの最高の笑顔で）
あおい　「ファイブ・シックス・セブン・エイト」
全　員　「Ｇｏ　ｆｉｇｈｔ　ｗｉｎ！」
　　　　「Ｇｏ　ｆｉｇｈｔ　ｗｉｎ！」
　　　　「Ｌｅｔ‘ｓ　ｇｏ、ｌｅｔ‘ｓｇｏ、
　　　　　Ｇｏ　ｆｉｇｈｔ　ｗｉｎ！」
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